
取組の効果

取組の様子

本校のオリンピック・パラリンピック教育の取組事例

＊児童・生徒数は、令和3年5月1日時点

東京都立
府中けやきの森学園

【障害者スポーツ交流】
● 両部門の児童・生徒が、ボッチャなど障害スポーツを通して

近隣の学校との交流や副籍交流を実施。

● ボッチャの出前授業の依頼を受けるなど、障害者スポーツの普及・啓発に取り
組むことができた。

● ボッチャでの交流がきっかけで、地域の大会に交流チームで参加すること
ができた。

【地域と取り組むペットボトルリサイクル】
● 知的障害教育部門高等部の作業学習で、

地域のスーパーと協力し、ペットボトルリサイクルを実施。

● 学校以外の場所から請け負っている仕事であることを生徒一人一人が
意識し、仕事への責任感を身に付けることができた。

交流チームで大会に参加するために、
放課後に集まり練習を行った。

交流の様子

副籍交流校など、小学校や中学校から依頼を
受け、ボッチャの出前授業を実施している時の
様子。

ボッチャの出前授業 作業学習の様子
◀ペットボトルから
　ラベルを剥がす活動

洗浄したペットボトルを
リアカーに載せて納品へ行く様子▶

（肢体不自由）147人＊、（知的障害）241人＊

東京都府中市
オリンピック・パラリンピック競技大会の会場となった東京スタジアムや武蔵野の森
総合スポーツプラザの近くに学校があり、近隣の小学校や中学校、高齢者施設など
地域との交流が継続的に行われている。　


